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経済産業省のEBPMの取組（１）ロジックモデルの作成

 要求額10億円以上の29の新規事業についてロジックモデルを作成し、概算要求直後
の９月10日に公表。
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経済産業省のEBPMの取組（２）行政レビューシートの確認
 省内全ての一般会計事業の行政レビューシートについて、以下の視点で適切なロジック
モデルを設定。

【事業の目的：インパクト】
• アウトカム指標と因果関係が繋がった指標となっているか。
• 政府全体で掲げる目標を踏まえた内容となっているか。

【成果目標（アウトカム）】
• 定量的に測れる指標となっているか。
• 事業の目的や事業の概要に照らして適切なアウトカム指標が設定できているか。
• 例えば設備導入支援事業における支援対象企業等の売上高・利益など。
• アウトカム指標は政府統計等から定期的に測れて、（可能であれば電子的に）データを収
集できるものとなっているか。

• 外部要因（経済状況等）達成が達成度合いに大きな影響を与えるような指標になってい
ないか。

【活動指標（アウトプット）】
• 定量的に測れる指標となっているか。
• 定期的に測れて、（可能であれば電子的に）データを収集できるものとなっているか。









経済産業省のEBPMの取組 今後の課題
 省内でEBPMを進めるに際しては、依然として課題が残っている。
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●分析に必要なデータが十分に揃っていない。
• 可能な限り事業開始段階から予算の一部を使ってデータ取得を図っていく方向。
• デジタル化による申請データ蓄積・利活用を進めつつ、横断的に活用できる企業等のデータ
の環境整備を検討。

●職員のデータ利活用環境及びリテラシーがまだ十分でない。
様々な政策評価の作業が重畳的となっており、職員にやらされ感がある。

• 中小企業施策では直感的に把握できる可視化ツール(Tableau)を提供し、分析を効率
化。

• 今後、職員のデータ利活用研修を実施し、裾野を広げる。
• 行政事業レビューの取組とも連携。行政事業レビューシートの内容をEBPMの観点からも
フォローしながら予算プロセスと連動させる。


